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〔
商
法
　
一
七
〇
〕

財
団
法
人
に
お
け
る
決
議
不
存
在
確
認
の
訴
と

理
事
の
地
位
確
認
の
訴
の
適
法
性

〔
判
示
事
項
〕

　
關
、
被
告
財
団
法
人
が
争
つ
て
い
な
い
場
合
の
同
法
人
評
議
員
会
決
議
・
理

　
事
会
決
議
無
効
（
不
存
在
）
確
認
の
訴
の
適
法
性
（
否
定
）

　
二
、
被
告
財
団
法
人
が
争
つ
て
い
な
い
場
合
の
原
告
が
同
法
人
の
理
事
で
あ

　
る
こ
と
の
確
認
の
訴
の
適
法
性
（
否
定
）

〔
参
照
条
文
〕

　
一
に
つ
き
、
民
訴
法
二
二
五
条
、
商
法
二
五
二
条
、
民
法
三
四
条

　
二
に
っ
き
、
民
訴
法
二
二
五
条
、
民
法
三
四
条

〔
事
実
〕

　
原
告
X
は
、
昭
和
三
八
年
九
月
一
六
日
以
降
現
在
ま
で
被
告
Y
財
団
法
人
の

評
議
員
で
あ
り
、
か
つ
昭
和
三
八
年
一
二
月
一
五
日
以
降
現
在
ま
で
被
告
法
人

の
理
事
で
あ
る
。
被
告
法
人
Y
は
、
繊
維
教
育
の
振
興
と
繊
維
産
業
に
関
す
る

総
合
科
学
的
研
究
及
び
そ
の
実
用
化
の
研
究
と
に
よ
り
広
く
繊
維
界
に
寄
与
貢

　
　
　
判
　
例
　
研
　
究

献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
設
立
さ
れ
た
財
団
法
人
で
あ
る
。
被
告
法
人
は
、

昭
和
四
二
年
四
月
二
三
日
の
評
議
員
会
に
お
い
て
、
理
事
に
E
他
六
名
、
監
事

に
F
他
一
名
を
選
任
し
、
同
日
の
理
事
会
に
お
い
て
、
会
長
理
事
に
E
、
評
議

員
に
G
他
三
五
名
を
選
任
す
る
旨
決
議
し
た
。

　
そ
こ
で
原
告
X
は
、
本
件
評
議
員
会
、
理
事
会
は
被
告
法
人
の
寄
附
行
為
二

四
条
、
二
六
条
に
反
し
、
何
ら
招
集
権
限
の
な
い
者
に
よ
つ
て
招
集
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
か
ら
、
適
法
・
有
効
な
評
議
員
会
・
理
事
会
と
は
い
え
ず
、
か
か
る

集
会
で
な
さ
れ
た
本
件
評
議
員
会
決
議
及
び
理
事
会
決
議
は
法
律
上
存
在
し
な

い
し
、
仮
に
こ
の
主
張
が
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
も
、
評
議
員
会
、
理
事
会
の

招
集
は
、
全
員
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
一
部
に
し
か
招
集
通

知
が
な
さ
れ
な
か
つ
た
う
え
、
定
員
数
も
不
足
し
て
い
た
の
で
、
本
件
評
議
員

会
及
び
理
事
会
の
各
決
議
は
、
法
律
上
存
在
し
な
い
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対

し
被
告
法
人
Y
は
、
原
告
X
の
主
張
を
争
つ
て
は
い
な
い
が
、
こ
れ
を
争
う
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
　
　
（
九
八
九
）

京
都
地
裁
民
二
部
昭
和
四
八
年
一
月
二
五
日
判
決

昭
和
四
七
年
（
ワ
）
四
二
二
号
評
議
員
会
決
議
不
存

在
確
認
請
求
事
件

判
例
時
報
七
〇
一
号
一
〇
六
頁



　
　
　
判
　
例
　
研
　
究

三
者
（
本
件
決
議
に
よ
る
被
選
者
ら
）
に
効
力
の
及
ぶ
判
決
を
得
る
必
要
が
あ
る

と
し
て
、
原
告
X
は
、
本
件
評
議
員
会
及
び
理
事
会
の
決
議
不
存
在
確
認
の
訴
、

及
び
X
が
引
き
続
き
被
告
法
人
マ
の
理
事
で
あ
る
こ
と
の
確
認
の
訴
を
提
起

し
た
。
被
告
法
人
Y
は
、
こ
れ
ら
原
告
X
の
請
求
原
因
に
対
す
る
答
弁
で
、
そ

の
請
求
原
因
事
実
を
全
部
認
め
て
い
る
。

〔
判
旨
〕

　
い
ず
れ
も
不
適
法
却
下
。

　
ま
ず
決
議
不
存
在
確
認
の
訴
に
関
し
て
は
、
商
法
二
五
二
条
は
、
株
主
総
会

決
議
の
無
効
を
主
張
す
る
株
主
、
取
締
役
等
の
訴
訟
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、

株
主
・
取
締
役
等
が
原
告
と
な
り
、
会
社
を
被
告
と
し
て
、
ω
株
主
総
会
決
議

無
効
確
認
の
訴
を
提
起
す
る
こ
と
お
よ
び
ω
原
告
の
請
求
を
認
容
す
る
判
決
の

効
力
の
第
三
者
に
対
す
る
拡
張
を
認
め
た
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
り
、

右
の
場
合
ω
お
よ
び
ω
を
肯
定
す
る
こ
と
が
原
告
の
訴
訟
目
的
を
達
成
す
る
た

め
必
要
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。

　
財
団
法
人
の
評
議
員
会
決
議
、
理
事
会
決
議
の
無
効
（
不
存
在
）
を
主
張
す

る
評
議
員
、
理
事
等
が
原
告
と
な
り
、
財
団
法
人
を
被
告
と
し
て
、
評
議
員
会

決
議
、
理
事
会
決
議
の
無
効
（
不
存
在
）
確
認
の
訴
を
提
起
し
た
と
き
、
財
団

法
人
が
当
該
決
議
の
無
効
（
不
存
在
）
で
あ
る
こ
と
を
争
つ
て
い
な
い
場
合
、

右
の
訴
は
不
適
法
で
あ
る
。
け
だ
し
、
財
団
法
人
の
評
議
員
会
決
議
、
理
事
会

決
議
に
つ
い
て
、
商
法
第
二
五
二
条
を
準
用
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
と
し
て
も
、

右
の
場
合
、
当
該
評
議
員
会
決
議
、
理
事
会
決
議
の
無
効
（
不
存
在
）
で
あ
る

こ
と
を
争
つ
て
い
な
い
財
団
法
人
の
訴
訟
追
行
に
よ
つ
て
は
、
原
告
の
請
求
を

棄
却
す
る
こ
と
に
利
益
を
有
す
る
第
三
者
の
利
益
が
確
保
さ
れ
な
い
か
ら
、
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
　
　
　
（
九
九
〇
）

告
の
請
求
を
認
容
す
る
判
決
の
効
力
を
第
三
者
に
拡
張
す
る
こ
と
が
で
ぎ
ず
、

原
告
の
請
求
を
認
容
す
る
判
決
の
効
力
の
第
三
者
に
対
す
る
拡
張
を
否
定
し
た

の
で
は
、
原
告
の
訴
訟
目
的
を
達
成
で
き
ず
、
右
の
訴
は
無
益
な
訴
と
し
て
訴

の
利
益
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
、
と
判
示
し
た
。

　
次
に
原
告
の
地
位
確
認
請
求
に
関
し
て
は
、
A
が
甲
法
人
の
理
事
者
の
地
位

に
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
紛
争
が
あ
る
場
合
、
甲
法
人
の
理
事
者
の
地
位
を
画

一
的
に
確
定
し
て
、
紛
争
を
根
本
的
に
解
決
す
る
た
め
、
A
は
、
甲
法
人
を
被

告
と
し
て
、
「
A
が
甲
法
人
の
理
事
者
の
地
位
に
あ
る
こ
と
の
確
認
の
訴
」
を
提

起
す
る
こ
と
が
で
き
、
右
の
訴
に
対
す
る
本
案
判
決
の
効
力
は
第
三
者
に
拡
張

さ
れ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
け
だ
し
、
甲
法
人
の
理
事
者
の
地
位
を

画
一
的
に
確
定
し
て
、
紛
争
を
根
本
的
に
解
決
す
る
た
め
、
右
の
訴
に
対
す
る

本
案
判
決
の
効
力
を
第
三
者
に
拡
張
す
る
必
要
が
あ
り
、
甲
法
人
を
被
告
と
す

る
場
合
、
右
の
法
律
関
係
に
つ
い
て
正
反
対
の
、
か
つ
、
最
も
直
接
の
利
害
関

係
を
有
す
る
両
者
（
甲
法
人
と
A
）
が
対
立
当
事
者
と
な
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
最

も
充
実
し
た
訴
訟
追
行
が
な
さ
れ
、
第
三
者
の
利
益
が
確
保
さ
れ
る
か
ら
で
あ

る
と
し
、
A
が
原
告
と
な
り
、
甲
法
人
を
被
告
と
し
て
、
「
A
が
甲
法
人
の
理

事
者
の
地
位
に
あ
る
こ
と
の
確
認
の
訴
」
を
提
起
し
た
と
き
、
甲
法
人
が
「
A

が
甲
法
人
の
理
事
者
の
地
位
に
あ
る
こ
と
」
を
争
つ
て
い
る
場
合
、
右
の
訴
は

不
適
法
で
あ
る
。
け
だ
し
、
右
の
場
合
、
甲
法
人
の
訴
訟
追
行
に
よ
つ
て
は
、

原
告
の
請
求
を
棄
却
す
る
こ
と
に
利
益
を
有
す
る
第
三
者
の
利
益
が
確
保
さ
れ

な
い
か
ら
、
原
告
の
請
求
を
認
容
す
る
判
決
の
効
力
を
第
三
者
に
拡
張
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
原
告
の
請
求
を
認
容
す
る
判
決
の
効
力
の
第
三
者
に
対
す
る
拡

張
を
否
定
し
た
の
で
は
、
原
告
の
訴
訟
目
的
を
達
成
で
き
ず
、
右
の
訴
は
無
益



な
訴
と
し
て
訴
の
利
益
を
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
と
述
べ
、

本
件
は
右
の
場
合
に
該
当
す
る
と
判
示
し
た
。

〔
評
釈
〕

　
旧
、
株
主
総
会
が
適
法
に
構
成
さ
れ
ず
、
株
主
総
会
た
る
外
形
も
存
し
な
い

場
合
に
は
、
決
議
不
存
在
確
認
の
訴
を
提
起
し
得
る
。
こ
の
訴
に
関
し
て
は
、

商
法
上
特
別
の
規
定
が
な
い
の
で
、
通
常
の
確
認
訴
訟
に
よ
り
、
個
別
的
、
相

対
的
に
解
決
を
図
れ
ば
良
い
と
も
考
え
得
る
。
し
か
し
法
人
等
の
団
体
の
決
議

に
関
す
る
紛
争
は
、
そ
の
よ
う
な
限
定
的
な
利
害
関
係
に
た
つ
に
す
ぎ
な
い
も

の
で
は
な
く
、
よ
り
広
範
な
利
害
関
係
を
有
し
て
い
る
。
従
つ
て
通
常
の
確
認

訴
訟
で
は
、
法
律
関
係
に
混
乱
が
生
ず
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
紛

争
の
直
接
か
つ
抜
本
的
解
決
の
た
め
に
は
、
法
律
関
係
の
画
一
的
な
処
理
が
必

要
で
あ
る
。
こ
の
必
要
性
の
点
に
お
い
て
は
、
商
法
二
五
二
条
に
規
定
さ
れ
て

い
る
決
議
無
効
確
認
の
訴
と
、
決
議
不
存
在
確
認
の
訴
と
で
は
彼
此
相
違
が
な

い
（
田
中
（
誠
）
会
社
法
詳
論
上
、
四
四
九
頁
は
、
不
存
在
確
認
の
方
が
更
に
必
要
性
が
強
い

と
す
る
。
）
。
加
え
て
こ
れ
ら
両
種
の
訴
は
、
決
議
の
効
力
否
定
と
い
う
点
で
共

通
の
目
的
を
有
し
て
い
る
（
坂
井
「
株
主
総
会
の
決
議
を
目
的
と
す
る
訴
の
性
質
」
松

田
記
念
論
集
上
、
二
七
九
頁
以
下
。
霜
島
「
決
議
を
争
う
訴
訟
の
訴
訟
物
」
民
訴
雑
誌
十

一
号
コ
一
六
頁
以
下
）
。
従
つ
て
決
議
不
存
在
確
認
の
訴
に
関
し
て
も
、
通
常
の

確
認
訴
訟
と
は
異
な
り
、
商
法
二
五
二
条
の
勿
論
解
釈
あ
る
い
は
類
推
適
用
に

ょ
り
、
判
決
に
対
世
的
効
力
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
（
同
旨
、
田
中
（
誠
）
、
前
掲
四

四
九
頁
）
。
こ
れ
ら
の
訴
は
、
株
主
総
会
に
特
有
の
も
の
で
は
な
く
、
一
般
法
人

の
議
決
機
関
の
決
議
に
暇
疵
が
あ
る
場
合
に
も
当
然
提
起
さ
れ
る
。
既
に
最
高

裁
は
、
商
法
二
五
二
条
の
準
用
規
定
を
有
さ
な
い
非
営
利
法
人
の
決
議
に
関
す

　
　
　
判
　
例
　
研
　
究

る
争
い
に
対
し
、
同
条
の
類
推
適
用
を
認
め
て
い
る
（
最
一
判
昭
四
七
．
二
．
九

民
集
二
六
・
九
・
一
五
一
三
）
。
そ
し
て
そ
の
類
推
は
、
対
世
効
を
含
め
て
の
も
の

で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
何
故
な
ら
商
法
二
五
二
条
の
対
世
効
は
、
実

質
的
に
は
、
会
社
そ
の
他
の
組
織
体
内
部
に
お
け
る
法
律
関
係
の
画
一
的
確
定

を
図
る
必
要
性
に
根
拠
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
し
、
実
際
問
題
と
し

て
も
、
対
世
効
を
否
定
す
れ
ば
、
決
議
無
効
の
訴
を
類
推
す
る
意
味
は
大
き
く

減
殺
さ
れ
る
（
石
川
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
昭
四
八
年
度
重
要
判
例
解
説
一
〇
四
頁
以
下
、
同
判

例
タ
イ
ム
ス
ニ
九
二
号
八
九
頁
）
か
ら
で
あ
る
。
非
営
利
法
人
の
議
決
機
関
で
為

さ
れ
た
決
議
不
存
在
確
認
の
訴
も
、
法
律
関
係
の
画
一
的
確
定
を
図
る
必
要
性

及
び
決
議
の
無
効
宣
言
と
い
う
目
的
に
お
い
て
、
当
該
法
人
の
決
議
無
効
確
認

の
訴
と
共
通
性
を
有
し
て
い
る
。
そ
れ
は
既
述
の
株
主
総
会
に
お
け
る
両
種
の

訴
の
相
互
関
係
と
変
わ
ら
な
い
。
従
つ
て
こ
の
よ
う
な
場
合
に
も
、
決
議
不
存

在
確
認
の
訴
に
、
対
世
効
を
含
め
た
商
法
二
五
二
条
の
類
推
適
用
を
認
め
る
の

が
妥
当
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
本
件
判
決
は
支
持
さ
れ
て
よ
い
。

　
二
、
先
に
最
高
裁
は
、
一
般
法
人
の
理
事
者
が
当
該
法
人
を
相
手
方
と
し
て

理
事
者
た
る
地
位
の
確
認
を
訴
求
す
る
場
合
、
そ
の
認
容
判
決
は
対
世
効
を
有

す
る
と
判
示
し
た
（
最
一
判
昭
四
四
・
七
・
一
〇
民
集
一
…
．
八
．
一
四
二
三
）
。
本

判
決
も
、
財
団
法
人
の
理
事
の
地
位
確
認
請
求
に
つ
き
、
右
最
判
の
立
場
を
踏
襲

し
て
い
る
。
多
数
の
関
係
人
が
利
害
を
有
す
る
法
人
の
理
事
者
た
る
地
位
に
つ

い
て
、
関
係
人
間
で
相
対
的
に
そ
の
地
位
の
存
否
が
定
め
ら
れ
た
の
で
は
、
法

律
関
係
が
混
乱
す
る
。
そ
の
た
め
争
い
あ
る
法
律
関
係
を
関
係
者
全
員
の
間
で

画
一
的
に
確
定
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
必
要
性
を
是
認
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、

当
該
紛
争
の
直
接
且
つ
適
切
な
抜
本
的
解
決
を
図
り
得
る
の
で
あ
る
。
従
つ
て
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右
最
判
並
び
に
本
判
決
が
地
位
確
認
請
求
を
通
常
の
確
認
訴
訟
と
臆
異
な
る
扱

い
を
し
、
こ
れ
に
対
世
効
を
認
め
た
の
は
正
当
で
あ
つ
た
。
し
か
し
判
決
の
効

力
を
関
係
人
全
員
に
拡
張
す
る
の
は
、
実
定
法
の
規
定
を
欠
く
だ
け
に
問
題
が

残
る
。
右
最
判
及
び
本
判
決
と
も
に
、
い
か
な
る
方
法
で
こ
の
実
定
法
の
規
定

を
欠
く
点
を
補
う
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
こ
の
場
合
、
法
人
の

理
事
者
た
る
地
位
の
存
否
確
認
訴
訟
の
判
決
一
般
を
形
成
判
決
で
あ
る
と
し
て

判
決
の
効
力
を
拡
張
す
る
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
か
ら
（
柳
川
・
最
高
裁
判
例
解
説

民
事
編
昭
四
四
年
度
七
五
九
頁
）
、
そ
の
方
法
と
し
て
は
次
の
二
つ
が
考
え
得
る
。

　
一
っ
は
商
法
二
五
二
条
の
類
推
に
よ
る
方
法
（
西
「
取
締
役
資
格
不
存
在
確
認

の
訴
」
会
社
と
訴
訟
上
三
七
五
頁
以
下
）
で
あ
り
、
他
は
判
決
の
反
射
的
効
果
と
し

て
の
対
世
効
を
認
め
る
方
法
（
柳
川
・
前
掲
七
六
〇
頁
）
で
あ
る
。
前
者
は
、
商

法
二
五
二
条
の
規
定
が
会
社
そ
の
他
の
組
織
体
内
部
に
お
け
る
法
律
関
係
の
画

一
的
確
定
を
図
る
必
要
性
に
基
づ
い
て
い
る
と
し
、
そ
の
点
で
は
理
事
の
地
位

確
認
も
同
じ
で
あ
る
と
の
判
断
か
ら
主
張
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
法
律
関
係

の
画
一
的
確
定
を
図
る
必
要
性
の
点
で
、
そ
れ
ら
は
共
通
項
を
有
し
て
は
い
る

が
、
同
条
は
、
株
主
総
会
の
決
議
そ
の
も
の
に
内
在
す
る
特
別
な
要
請
に
よ
り

規
定
さ
れ
た
も
の
と
考
え
得
る
し
、
株
主
総
会
決
議
の
無
効
な
い
し
不
存
在
確

認
の
訴
と
地
位
確
認
の
訴
と
の
間
に
は
、
訴
の
対
象
の
面
で
明
ら
か
に
差
異
が

存
在
す
る
。
従
つ
て
同
条
の
類
推
適
用
は
・
そ
の
同
質
性
が
認
め
ら
れ
る
範
囲
、

す
な
わ
ち
決
議
不
存
在
の
場
合
ま
で
に
限
定
す
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
む

し
ろ
画
一
的
確
定
の
効
果
を
認
め
る
方
法
と
し
て
は
、
同
条
の
類
推
適
用
を
待

っ
ま
で
も
な
く
、
判
決
の
反
射
的
効
果
と
し
て
の
対
世
効
に
よ
る
説
明
の
方
が

妥
当
で
あ
る
。
つ
ま
り
認
容
判
決
が
為
さ
れ
た
場
合
、
理
事
と
法
人
と
の
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四
　
　
　
（
九
九
二
）

か
ら
し
て
、
こ
の
判
決
の
効
果
に
拘
束
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
し
、
判
決
基

準
時
以
後
に
利
害
関
係
を
有
す
る
第
三
者
に
対
し
て
も
、
確
定
判
決
の
効
力
が

承
認
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
（
西
・
前
掲
三
七
五
頁
以
下
、
鴻
「
取
締
役
解
任
の
訴
」
会

社
と
訴
訟
上
三
九
四
頁
）
か
ら
で
あ
る
。
け
だ
し
法
人
の
内
部
関
係
者
や
前
記
第

三
者
は
、
法
人
と
理
事
者
と
の
間
で
有
効
に
確
定
さ
れ
た
当
該
理
事
者
の
地
位

の
存
否
に
つ
い
て
、
個
人
的
に
支
配
干
渉
し
う
ぺ
き
実
体
上
の
権
能
を
有
す
る

と
は
言
え
ず
、
却
つ
て
そ
の
結
果
を
承
認
す
べ
き
法
的
地
位
に
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
（
柳
川
・
前
掲
七
六
〇
頁
）
。

　
三
、
法
人
の
決
議
不
存
在
確
認
の
訴
及
び
理
事
の
地
位
確
認
の
訴
の
認
容
判

決
に
、
対
世
的
効
力
が
認
め
ら
れ
る
と
解
す
る
と
、
当
事
者
適
格
及
び
訴
の
利

益
に
関
し
て
も
、
当
然
紛
争
の
直
接
か
つ
抜
本
的
な
解
決
の
必
要
性
の
点
か
ら

そ
の
範
囲
は
お
の
ず
か
ら
限
定
さ
れ
る
。
そ
の
点
で
本
判
決
が
、
こ
れ
ら
の
訴

に
つ
い
て
、
共
に
当
該
法
人
の
み
を
被
告
適
格
と
し
た
の
は
正
当
で
あ
る
。
そ

こ
で
こ
れ
ら
の
訴
に
共
通
の
問
題
と
し
て
当
事
者
間
の
馴
合
訴
訟
防
止
の
問
題

が
生
じ
る
。
つ
ま
り
関
係
者
全
員
に
つ
い
て
法
律
関
係
の
画
一
的
確
定
を
図
る

た
め
に
、
こ
れ
ら
の
訴
は
発
言
の
機
会
を
与
え
ら
れ
な
い
ま
ま
、
他
人
間
の
訴

訟
の
結
果
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
を
許
す
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
従
つ
て
他
人
間

の
判
決
の
効
力
を
受
け
る
が
、
当
事
者
適
格
を
有
さ
な
い
者
の
保
護
が
考
え
ら

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
保
護
の
方
法
と
し
て
、
第
三
者
に
共
同
訴
訟
的
補
助

参
加
を
認
め
る
方
法
（
滝
川
「
株
主
総
会
決
議
の
効
力
を
争
う
訴
訟
に
お
け
る
訴
訟
参

加
」
会
社
と
訴
訟
上
…
二
頁
）
、
あ
る
い
は
請
求
の
認
諾
・
和
解
・
自
白
の
拘
束

力
を
否
定
す
る
方
法
（
兼
子
・
新
修
民
事
訴
訟
法
体
系
三
四
七
頁
）
が
主
張
さ
れ
て

い
る
。



　
共
同
訴
訟
的
補
助
参
加
が
、
総
会
決
議
の
効
力
を
争
う
訴
及
び
理
事
の
地
位

確
認
訴
訟
に
つ
い
て
許
さ
れ
る
点
に
つ
い
て
は
殆
ど
疑
い
が
な
い
。
共
同
訴
訟

的
補
助
参
加
は
、
常
に
被
告
側
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
が
認
め
ら
れ

る
に
は
、
補
助
参
加
の
利
益
が
要
求
さ
れ
る
。
総
会
決
議
の
効
力
を
争
う
訴
の
請

求
認
容
判
決
は
、
一
般
第
三
者
に
対
し
て
そ
の
効
力
を
及
ぽ
す
。
従
つ
て
補
助

参
加
の
利
益
が
認
め
ら
れ
る
に
は
、
単
に
判
決
の
効
力
を
受
け
る
だ
け
で
は
足

り
ず
、
判
決
の
効
力
を
受
け
る
こ
と
に
よ
つ
て
自
己
の
権
利
又
は
法
律
上
の
利

益
を
侵
害
さ
れ
る
第
三
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
か
ら
す
る
と
、
理

事
は
法
人
の
機
関
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
そ
の
限
り
で
は
、
判
決
の
効
力
を
受
け

る
こ
と
に
よ
り
そ
の
権
利
・
利
益
が
侵
害
さ
れ
る
と
は
言
え
ず
、
従
つ
て
補
助

参
加
の
利
益
は
認
め
ら
れ
な
い
。
し
か
し
選
任
決
議
の
効
力
を
争
う
場
合
に

は
、
被
選
者
で
あ
る
理
事
に
つ
い
て
は
別
段
の
考
慮
が
必
要
で
あ
る
。
け
だ
し

当
該
理
事
に
は
、
選
任
決
議
に
鍛
疵
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
馴
合
訴
訟
に

よ
つ
て
そ
の
地
位
を
奪
わ
れ
る
こ
と
か
ら
保
護
さ
れ
る
利
益
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
従
つ
て
被
選
者
と
し
て
の
理
事
に
は
、
被
選
者
の
資
格
に
お
い
て
の
み
補

助
参
加
の
利
益
が
認
め
ら
れ
て
よ
い
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
て
も
、
民
訴
法
七
六
条
以
下
の
訴
訟
告
知
の
利
用
が
当
事

者
の
自
由
に
委
さ
れ
る
点
か
ら
す
る
と
、
こ
の
制
度
の
み
で
は
馴
合
訴
訟
防
止

の
充
分
な
効
果
は
期
待
で
き
な
い
。
そ
こ
で
こ
の
制
度
に
加
え
て
、
参
加
訴
訟

が
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合
で
も
、
当
事
者
は
自
己
の
利
益
だ
け
で
な
く
可
能
な

利
害
関
係
人
の
利
益
も
代
表
し
て
い
る
と
考
え
、
民
訴
法
六
二
条
一
項
を
類
推

し
、
当
事
者
の
自
由
に
任
せ
ら
れ
る
放
棄
・
認
諾
・
自
由
の
よ
う
な
不
利
な
行

為
は
で
き
な
い
と
す
れ
ば
よ
い
。
こ
う
す
れ
ば
、
馴
合
訴
訟
は
殆
ど
防
止
で
き

よ
う
。
本
判
決
は
、
こ
れ
ら
の
方
法
に
拠
ら
ず
、
訴
の
利
益
の
問
題
と
し
た
。

判
旨
は
本
件
の
場
合
に
は
、
第
三
者
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
理
由
か

ら
、
対
世
効
を
認
め
ず
、
そ
れ
で
は
紛
争
の
解
決
に
は
な
ら
な
い
と
し
て
訴
を

却
下
し
て
い
る
。
し
か
し
決
議
不
存
在
確
認
の
訴
、
及
び
理
事
の
地
位
確
認
の

訴
の
請
求
認
容
判
決
に
対
世
効
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
既
述
一
・
二
の
点
に
求

め
ら
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
民
事
訴
訟
法
の
理
論
か
ら
し
て
も
、
第
三
者
に
利
害

を
及
ぽ
す
か
否
か
で
、
自
由
に
対
世
効
の
認
否
が
許
さ
れ
る
と
す
る
の
は
不
当

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
訴
の
請
求
認
容
判
決
に
対
世
効
を
認
め
た
う
え
で
、
利
害

関
係
を
有
す
る
第
三
者
の
保
護
を
、
前
述
の
方
法
に
よ
つ
て
別
途
救
済
す
る
こ

と
こ
そ
が
本
則
で
あ
り
正
し
い
。
そ
も
そ
も
訴
の
利
益
は
、
当
事
老
間
の
紛
争

の
存
在
を
大
前
提
と
し
て
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
本
件
の
場
合
、

被
告
が
原
告
の
主
張
に
対
し
、
訴
提
起
以
前
に
お
い
て
既
に
争
つ
て
い
な
い
の

で
あ
る
か
ら
、
紛
争
自
体
が
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
従
つ
て
、
本
件
判
旨
が

述
べ
て
い
る
よ
う
な
点
を
問
題
と
す
る
ま
で
も
な
く
、
不
適
法
却
下
す
べ
き
場

合
で
あ
つ
た
。
こ
の
点
で
本
判
決
は
不
当
で
あ
り
、
本
判
決
を
以
つ
て
馴
合
訴

訟
か
ら
の
第
三
者
保
護
の
一
方
法
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
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